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本
市
は
、
古
く
か
ら
豊
か
な
自
然
環
境
と
快
適
な
都
市
環
境

に
恵
ま
れ
、
昭
和
二
十
六
年
公
布
の
「
芦
屋
国
際
文
化
住
宅
都

市
建
設
法
」
を
基
調
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

緑
豊
か
な
美
し
い
ま
ち
の
た
た
ず
ま
い
を
守
り
育
て
て
き
た

市
民
の
願
い
は
、
昭
和
三
十
九
年
「
芦
屋
市
民
憲
章
」
の
『
自

然
の
風
物
を
愛
し
、
ま
ち
を
緑
と
花
で
つ
つ
み
ま
し
ょ
う
』
を

掲
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
四
十
六
年
「
第
一

次
総
合
計
画
」
で
は
『
全
市
公
園
化
構
想
』
へ
と
発
展
し
、
先

進
的
な
条
例
と
し
て
「
緑
ゆ
た
か
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

へ
と
結
実
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
平
成
五
年
に
は
、「
芦
屋
市
都
市
緑
化
推
進
基
本
計

画
」
に
沿
っ
て
、
十
万
本
の
植
樹
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
平
成
七
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
っ
て
、

本
市
は
か
け
が
え
の
な
い
多
く
の
生
命
、
築
き
上
げ
て
き
た
ま
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　年金を受けるために必要な資格期間の足りないかた、また過
去に未納期間などがあって満額の年金を受けられないかたも、
65歳までは任意加入することができます。
　また、昭和40年４月１日以前に生まれ、満65歳の時点で受給
資格期間を満たしていない場合には、期間を満たす70歳までの
間、加入することができます。
※保険料の支払いは、原則として口座振替となっています。
　任意加入の手続きは、年金担当窓口へお越しください。

�������	
��　①年金手帳　②通帳　③届出印
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消
防
本
部
で
は
、
梅
雨
の
出

水
期
を
前
に
し
て
、
市
・
消
防

本
部
・
消
防
団
が
参
加
し
て
、

水
防
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

�
�
�
　

五
月
二
十
七
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
十
時
〜
十
一
時

�
�
�
　

潮
芦
屋
ビ
ー
チ

※
今
回
の
訓
練
の
想
定
は
、

「
梅
雨
前
線
の
停
滞
に
よ
る
連

日
の
降
雨
の
た
め
、
河
川
が
増

水
。
民
家
へ
の
危
険
が
予
測
さ

れ
る
た
め
、堤
防 
溢
水
 防
止
の

�
�
�
�

た
め
の
水
防
隊
出
動
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

�������

本
市
は
か
け
が
え
の
な
い
多
く
の
生
命

築
き
上
げ
て
き
た
ま

ち
の
財
産
を
一
瞬
に
し
て
失
い
、
生
活
の
再
建
や
ま
ち
の
復
興

に
か
つ
て
な
い
困
難
に
直
面
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
先
人
た
ち
の
努
力
の
上
に
、
本
市
の
歴
史
あ
る
花

と
緑
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
「
芦
屋
庭
園
都
市
」
と
し
て

内
外
に
宣
言
し
、
市
民
の
参
画
と
協
働
を
得
て
、『
世
界
の
人
々

が
、
一
度
は
日
本
の
芦
屋
と
い
う
ま
ち
へ
行
っ
て
み
た
い
』
と

い
わ
れ
る
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
は
、
こ
の「
庭
園
都
市
」を
実
現
す

る
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
「
庭
園
都
市
宣
言
」
は
、
山
中
市
長
就
任
の
際
に
所
信
表
明

　

で
公
約（
平
成
十
五
年
六
月
）し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
を
受
け

　

て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
立
ち
上
げ
て
作
成
し
た
「
庭
園
都
市

　

宣
言（
案
）」
が
同
年
十
二
月
市
議
会
で
議
決
さ
れ
た
た
め
、　

　

翌
十
六
年
一
月
一
日
に
宣
言
さ
れ
た
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
「
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」
は
、
毎
年
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か

け
て
、
市
内
の
団
体
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
・
店
舗
・

個
人
の
皆
さ
ん
に
、
広
報
等
を
通
し
て
参
加
を
呼
び
か
け
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

第
三
回
目
を
迎
え
た
今
年
も
、
新
規
参
加
の
一
法
人（
１
）・
二

自
治
会（　

、　

）・
七
グ
ル
ー
プ（
８
、　

、　

、　

、　

、　

、　

）・

21
25

15
18
20
27
43
50

二
個
人（　

、　

）を
含
め
た
五
十
一
の
団
体
・
個
人
の
皆
さ
ん
の

22
31

応
募
に
よ
り
、
春
の
風
物
詩
「
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
い
つ
も
の
年
よ
り
暖
か
い
日
も
多
く
、

開
花
の
調
整
を
す
る
な
ど
の
ご
苦
労
も
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
皆
さ
ん
の
努
力
で
美
し
い
花
が
咲
き
そ
ろ
い
ま
し
た
。　
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�����　５月21日（水）午前10時30分～11時50分
�����　市民センター　多目的室
�����　近畿大学人権問題研究所教授・奥田均氏
�����　直接会場へ
�����　５月19日（月）までに、予約を下記へ

�����　手話通訳・要約筆記あり
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